No.     　　　

低周波音被害アンケートのお願い
低周波騒音被害はその症状が一つとか二つとか単独に発症するのではなく、以下にご覧のような症状が同時に複数発症します。そのため被害者自身でさえ諸症状を具体的に表現する事が困難な程多岐にわたる場合が少なくありません。
しかしながら、これらの具体的な臨床的症状の整理は、日本に於いては如何なる機関によってもほとんど（皆無かと思います）行われておりません。もちろん、医学的な研究も実質的にはほとんど（皆無かと思います）行われておりません。
世界的にも唯一存在するのは汐見文隆医師によるモノだけです。しかし、残念ながら、それは公的に黙殺されており、一般の医師には低周波音被害に対する「知見」そのものがまずありません。従って、一般の医師に診察してもらっても「自律神経失調症」とか「不定愁訴」と言う診断が下されることになります。こうしたことは、既に多くの低周波音被害者がこれまでの「医者巡り」によって経験済みの事と思います。
しかし、原因に「低周波音の発生」がある場合は、原因は明らかであり、病気と言うよりむしろ「障害」と考えるべきです。これらは騒音源が無くなるか、被害者が騒音源から遠ざかれば多くの場合快癒します。ただし、完治するにはある程度の期間を必要とする場合があります。また、時間をおいても「音アレルギー」的症状は相当の期間にわたり後遺症として残る場合も少なくありません。

軽い症状の場合、騒音源の撤去、自らの引っ越し等により、被害状況が一時的にある程度緩和され、解決済みと思われる場合もありますが、その後も、ほんの些細な契機で再発する場合も少なくありません。
低周波音問題を根本的に解決への道に向かわせるには、今後、多方面にわたる、多くの専門家が真摯にこの問題を受け止め、科学的、特に、医学的、心理学的アプローチが不可欠です。もちろん、低周波音発生の規制を含めた政治的措置が最終的には必須であることは言うまでもありません。

今後、一層、他機関、他分野への働きかけをする場合を考え、可能な限り被害者の皆様の被害状況を「被害者の声」として、収集、整理、蓄積をしていきたいと考えています。
なお、日本の「専門家」達は被害者の現実を無視した「聞こえない音である低周波音による被害は無い」とのドグマ的な誤った理論により、低周波音被害を否定、黙殺する態度をこのところ一層強めています。その態度を覆すには、多くの被害者の訴えが是非とも必要です。是非ともご協力下さい。
なお、アンケートに答えて下さった方の個人的情報が当方から公開される事は一切ありません。ただし、個人が特定される様なことのない「集計」のような形で発表される可能性があることはご承知おきください。
下記の一覧表で自分に該当する症状に○印をして、添付ファイルとして返送して下さい。なお、書き込み欄が足りないような場合や、症状が該当しないような場合は最下段の「追加」欄に書き込んで下さい。そして、それらの症状が共通的に顕著である場合には、管理人の責任に於いて、追加して行くべきと考えています。

なお、これらのアンケートから一つの方向性が見られるようでしたら適時サイト上に発表していきたいと考えています。
低周波音被害者アンケート

記入日　　　　　　年　　月　　日    
	年齢
	
	性別
	
	被害期間
	年　　月～
　　　　　　　　年　　月
　　　　　　　　　　期間　　年　　月

	被害現場の概況
	県　　　　市

	
	住まいの地域　商業　工業　雑居　住宅　静かな地域

	
	住まいの形　　戸建て　アパート　（何階建て　　　何戸　　）

	
	　　　　　　　　　　　マンション（何階建て　　　何戸　　）

	
	その他（

	主たる騒音源
	工場（　　　　）、交通機関（　　　　

	
	エコキュート、エネファーム、風車、その他（

	
	個人・コンビニ・その他（　　　　）の空調等の室外機、冷蔵・冷凍機等の室外機

	
	その他（

	低周波音症候群チェック

	心理的影響
	低周波音が知覚されてよく眠れない
	

	
	気分がいらいらするといった現象
	

	
	騒音源などに対する攻撃的思い*
	

	
	振動感*
	

	
	音、振動が止んでも続いているような感じ*
	

	生理的影響
	胸の圧迫感・息苦しい
	

	
	胃のむかつき・吐き気
	

	
	ふらつき・立ちくらみ
	

	
	血圧の上昇*
	

	
	頭痛、頭に帽子をかぶったような感じ
	

	
	耳の圧迫感、痛み、ふさがり感
	

	
	目がクシャクシャする
	

	
	目、鼻などからの出血*
	

	
	肩の痛み・凝り
	

	
	のどがはしかい
	

	
	全身の圧迫感
	

	
	手のしびれ
	

	
	足が痛い・だるい
	

	物的影響
	家具、建具（戸、障子、窓ガラス等）の振動、がたつき等
	

	追加　上記に当てはまらないような症状がありましたら各自でご記入下さい

	

	

	

	

	

	


	振動音響病（VAD）の臨床段階

	臨床段階
	症状・徴候　(類似的症状は必要に応じ書き加えて下さい)
	

	段階Ⅰ-軽度
	わずかな気分の動揺
	

	
	消化不良
	

	
	心臓の痛み
	

	
	口／のどの違和感
	

	
	気管支炎
	

	段階Ⅱ-中程度


	胸の苦痛
	

	
	明確な気分の動揺
	

	
	背中の苦痛
	

	
	疲労感
	

	
	真菌性・ウイルス性・寄生的な外皮感染
	

	
	胃の内膜の炎症
	

	
	排尿時の苦痛と血尿
	

	
	結膜炎
	

	
	アレルギー
	

	段階Ⅲ-重度


	精神的かく乱（例：自殺願望、騒音源の破壊願望、　　　　　　　　　　　　）
	

	
	鼻からの出血
	

	
	消化器からの出血
	

	
	腸粘膜からの出血
	

	
	静脈瘤と痔
	

	
	十二指腸潰瘍
	

	
	痙攣性の大腸炎
	

	
	視力低下
	

	
	頭痛、激痛
	

	
	極度の筋肉痛
	

	追加　上記に当てはまらないような症状がありましたら各自でご記入下さい

	

	

	

	

	

	


